
 

 

 

 

 

 

新年早々、広島県においても新型コロナウイルス感染者数の増加傾向が顕著です。 

当施設においては、新型コロナ禍において外部から居住棟への立入を禁止するとともに、状況

に応じて面会や外出を制限しています。併せて、職員から入居者への感染を防ぐため、1ケアの

目安時間を設定し、入居者との長時間又は頻繁の接触を避けるなど介護サービスの見直しを行っ

ています。 

 リスクが高い時期には制約が多くなり、入居者の皆様のストレスも高まりますが、感染予防に

留意しつつ、折々の行事を楽しんでいただいています。 

師走には、年末お食事会を開催しました。食堂の入り口で、職員手作りの雪だるまツリーがお

迎えします。にぎり寿司は大人気で、お替りされる方もありました。バイキング方式で提供した

揚げたて天ぷら（えび、いか、サツマイモ、かぼちゃ）は十分用意しましたが、売り切れ状態に

なり、芋ようかんやアイスクリームも好評でした。唯一の不人気はノンアルコールスパークリン

グワインで、ほとんど味見もしてもらえず、出番なし。 

2023年こそ明るさを感じられる 1年になるよう、強く願います。 

ケアプラザ呉施設長 濱崎雄司 
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